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省エネの進め方と
現場で役立つ着眼点



はじめに
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当パンフレットは、電気管理技術者の皆さまに省エネへのご理解や関心
を高めていただくことに加えて、具体的な省エネ方法や活動の連携対象と
なる外部組織などについての情報を提供することを目的として作成いたし
ました。

省エネは工場・事業所のコスト削減と収益確保に繋がる活動です。皆さま
から具体的な省エネの進め方等をお伝えいただき、工場・事業所との更な
る関係強化や設備更新のきっかけにご活用いただければ幸いです。
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省エネの役割・重要性

（1） エネルギーの有用性と有限性
人間のあらゆる活動において、電気や熱などのエネルギーは不可欠です。

エネルギーを大切に使用するということ自体に「省エネ」の意義があります。特
に日本は、一次エネルギー供給の約90%を占める化石燃料の約99%を海外に
依存しており、エネルギーセキュリティの観点からも省エネは重要といえます。

（2） 地球温暖化問題への対応の切り札
我が国は2016年に発効したパリ協定のもとで、温室効果ガスを2030年度に

は、2013年度比で26%削減することを目指しています。
加えて2020年10月に菅総理が2050年までに温室効果ガスの排出を全体とし

てゼロにする「カーボンニュートラル」を目指す旨を表明されました。

（3） 経済価値の創出
省エネは、経済的なメリットも生み出します。 様々な商品やサービスが省エ

ネの観点から開発・実用化されています。例えば、低燃費のハイブリッド自動
車や省エネ型のL E D 照明がその典型です。さらに、省エネは、生産やサービ
ス活動におけるコストの低減のみならず、生産プロセスの短縮化や生産方法
の改善などを通じて生産性向上や競争力向上につながります。
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我が国のエネルギー情勢と省エネ
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2030 年における省エネ目標



7

「カーボンニュートラル」の実現（イメージ）
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省エネのメリット①

（1） コストの削減
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省エネのメリット②

（2） 生産性向上との両立
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省エネのメリット③

（3） 企業の社会貢献のあかし
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省エネに対する事業者の意識
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省エネの進め方
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PDCAサイクル
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省エネ活動の具体例



15

主な省エネ改善提案①
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主な省エネ改善提案②
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省エネチェックリスト

ビル等の業務用施設や工場等の事業所における重要な省エネの視点です。
チェック項目として整理しましたのでご活用ください。
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主な省エネ対策①

設備毎の具体的な省エネ取組事例について解説します。またその省エネ効果をコスト
削減額に換算することで、設備担当者のみならず経営層にも省エネの効果を説明しや
すくすることができます。
※各省エネ事例のコスト削減額については、電力量の料金単価を16円/ kWh、基本料金単価を
1,716円/kWで計算しています。
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主な省エネ対策②
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主な省エネ対策③
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主な省エネ対策④
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主な省エネ対策⑤
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省エネ診断

省エネ・節電ポータルサイトでは、一般財団法人省エネルギーセンターが実施した省エネ診断に
基づく動画チャネル、事例紹介、現場レポート等の有益な情報と省エネ診断等の申込方法を掲載し
ています。
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地域の省エネ推進事業①
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地域の省エネ推進事業②
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省エネ促進のための支援施策①
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省エネ促進のための支援施策②
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ご清聴ありがとうございました


